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「愛しのチューバ」
齋藤　奈穂　さん
富谷市立成田中学校　2年

優れた描写力に力強い構図、インパクトのある色面配置など、どの
点からも一段上の画力を感じます。
金管楽器らしき器物が、画面上方の口に見立てたホールに向けて力
強く集約されています。身の回りのさまざまな課題を受け止め立ち
向かっていこうとする自らの意志とエネルギーを描いたのでしょう
か。大きく描かれた顔と鏡に映った顔の間に生まれた画面上部の小
さな三角形の余白が、顔の彫刻的な立体感と同時に、空間的な深さ
を画面にもたらしています。そういう造形を見事に成し得ている絵
画作品です。

「融解」
平間　琴葉 さん

白石市立東中学校　3年

哲学的な内容のある作品に見える奇妙

じさせる縞状の形態に、眼光鋭い複数
の顔が見え隠れしている様は、多様な
内面を秘めた個人を表しているように
も見え、一方で、他者と共存して生き
る人間社会の複雑な関係性を表してい
るようにも見えます。垂直、水平方向
にほぼ４分割した建築的な画面構成に
加えて、半浮き彫りの技法を取り込ん
でいるため、平面作品であるにも関わ
らず堅牢で重厚な作品に仕上がってい
ます。

「顔」
田中　晶 さん

仙台市立将監中学校　３年

絵を描く事が何よりも好き、画面に全
てを詰め込んで、皆んなに届けたい！
という気持ちが伝わってくる作品で
す。赤系暖色の階調が絶妙で、自らの
感性のおもむくままに描き進めたよう
に見えるのは優れた色感の賜物だと思
います。髪型、髪の色、服装、表情が
違っても全てが自分なのでしょうか。
揺らぎ、砕け、浮遊する形や大小の渦
は心の世界を表したものなのか、他者
や社会を表現したものなのか・・深く
味わいながら観ていたい作品です。

「林檎」
佐藤　ひかり さん

涌谷町立涌谷中学校　2年

りんごの皮をむく行為からこのよう
なイメージを引き出した発想力に先
ず驚かされます。眼を持つりんごは
頭でありその下に首、肩がつながっ
ていて、いわゆる擬人化されたりん
ごだと分かります。人体や手、指な
どの解剖学的な描写にはまだ難もあ
りますが、それらを補って余りある
魅力がこの絵にはあります。補色を
用いた重厚な色使いや強調されたハ
イライトなどを巧みに用いて、作者
の深い心の世界を表現することに成
功しています。

「残骸」
小野寺　凛 さん

利府町立利府西中学校　３年

色彩を限定したこの作品は、版画技
法かと思わせるほどの極めて視認性
の高い絵画となっています。バラの
花の頭を持った人骨は今、血を注が
れ赤いバラの肺を持つに至るという
凄まじい図としてその姿をさらして
います。そして、その血さえも頭上
の一匹の虫によって監視されていま
す。しかし、この作品を見る私たち
が、悲惨さよりも何故かポジティブ
な生命力を感じ取れるのは、作者の
立ち位置が命を讃歌する側にあるか
らだと思います。

出品点数：460点
参加校数：88校



「蜜と毒」
井上　愛梨 さん

仙台市立高砂中学校　３年

「執着」
小松　桃々 さん

女川町立女川中学校　３年

「ゆかしいもの」
片桐　咲心 さん

仙台市立広瀬中学校　１年

「私を綴るもの」
髙橋　莉緒 さん

仙台市立広瀬中学校　３年

「コンプレックス」
須藤　麻矢さん

仙台市立折立中学校　３年

「思い出」
海老澤　彩葉 さん

亘理町立吉田中学校　２年

「規格外」
高橋　鈴 さん

仙台市立錦ケ丘中学校　３年

「綺」
小池　桃加さん

仙台市立将監中学校　３年

「 」
植松　夢結 さん

仙台市立将監中学校　３年

「残骸」
石坂　寿々さん

附属中学校　２年

「無欲無常」
伊藤　未華 さん

仙台市立中田中学校　２年

「kon!!」
相澤　紗良 さん

仙台市立館中学校　３年

「不完全の美」
土井　望生 さん

大和町立宮床中学校　３年

「カチ」
野村　たくみ さん

仙台市立沖野中学校　３年

「狂怪線」
佐々木　俊太朗 さん

東京都調布市立調布中学校　２年

」
柳原　未羽さん

「向かい合う」
鈴木　結心 さん

「天邪鬼」
赤間　優菜 さん

「俺」
小口　凌歩 さん

仙台市立台原中学校　３年

「日の出」
高橋　希さん

仙台市立台原中学校　３年



仙台市立台原中学校　仙台市立将監中学校　利府町立利府西中学校　

【略歴】
1978年　東京藝術大学大学院修士課程油画技法・材料専攻修了
1979年～1981年　フランス政府給費留学生としてパリ国立高等美術学校絵画科に学ぶ
1981年～1982年　国際ロータリー財団奨学生としてニース国立装飾芸術学校に学ぶ
1982年　帰国　金沢美術工芸大学美術科油画専攻講師～准教授～教授（2014年まで）
2014年～2018年　公立大学法人金沢美術工芸大学理事長・学長

【発表歴】
1977年　東京藝術大学大学院　大橋賞受賞
1983年　第57回国展入選（国画会主催　東京都美術館/国立新美術館）～以降毎年出品
1986年　第60回記念国展新人賞受賞、 第12回ブロードウェイ新人賞展奨励賞受賞
2014年　第８回「個の地平」出品（髙島屋美術画廊各店）～以降2026年第20回展まで
2019年　美術館創設60年のあゆみ（石川県立美術館企画展示室）
その他、個展、グループ展で発表

【現在】
国画会絵画部会員　金沢美術工芸大学名誉教授　
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部　学長

前田 昌彦 先生
MAEDA Masahiko

表彰式ゲストスピーカーのご紹介　東北生活文化大学　美術学部美術表現学科　特任教授　齋藤 守彦   先生


